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　１年が改まると、様々なことがリセットされます。年始では、日常的に行っていることに対

して、「初」という言葉をつけて区別することがあります。初夢、初詣など、日本では新しい

年の初めの行いを意識し大事にしています。そこには季節の移り変わりを大切にしてきた先人

のこだわりも強く感じられます。 

　戦国武将の毛利元就は、「一年の計は春にあり　一月の計は朔(ついたち)にあり　一日の計

は鶏鳴にあり」と語ったとされます。「新しい１年の計画はその年の初めに、月の計画は月の

初めの日に、そして、今日の計画は朝早く立てるべきである」と、物事が始まるタイミングで

計画を立てるべきだという意味から、最初が肝心だという意味で使われます。 

それと同時に、１年という大きな期間から１日という小さな期間まで、それぞれの期間におい

て見直しすることについても言及していると思います。 

　学校は７日より３学期がスタートしました。３学期４９日間、生徒と共に本年度の締めくく

りとして、充実した日々にしたいと思っています。３学期は「夢・感謝」のステージです。人

・もの・こと、自分を取り巻く全てのものへの「感謝」の思いを育み、感謝の気持ちを声や姿、

形として表していく取り組みを行います。今春、天城中学校は大きな区切りとなります。 

　「感謝の習慣が人格的な魅力をつくる　信頼関係や深い人間関係の基本は、感謝する気持ち」

という方も居られます。生徒の「感謝」の心の成長の機会ととらえ、活動を進めていきたいと

思います。そして、生徒にとって最も重要な成長の原動力となる「自身の未来に期待し、将来

への夢や希望をもつ」ことができるよう、本年も教職員一同力を合わせて取り組んで参ります。

 引き続き、保護者の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

 　

 　

　 

　１月26日（日）１４：３０頃の出来事です。大平柿木区で枯れ葉が燃える火災

があり、幸い発見が早く大事には至らなかったとのことです。さらに、発見した

中学生がバケツで初期消火をしてくれたと連絡がありました。 

　１年Ａ組・植田凌央さん、涌井翔さんです。２人は柿木橋で待ち合わせをし、

自転車で走っていると遠くに煙が見えたようです。最初は、野焼きかと思ってい

たところ、だんだん近づいていくと、様子がおかしいと感じ野焼きではなく火事

だと気づきました。近くに転がっていたバケツを使い、小川の水をくみ、消火活

動の行動を取りました。翔さんは、着ていた服を脱ぎ、小川の水で濡らし、火の

部分を叩き消火に励んだとのことです。その２人の姿を見た地域の方が１１９番

通報し、消防車が出動し鎮火したとのことです。凌央さん、翔さん、２人の咄嗟

の判断と勇気ある行動を称えます。 

 



 

 

 

 
　気持ちを新たに、自分でしっかり目標を持って、さまざまなことに挑戦する 

１年の始まりです。３学期を迎え、生徒の登校日数を数えると32日となります。 

　１月は「行く」、２月は「逃げる」、３月は「去る」と言われるように、３学期はあっとい

う間に過ぎます。そして４月には、３年生はそれぞれの新しい場所での生活が始まります。

１．２年生は進級と同時に伊豆中学校での生活が始まり、それぞれの立場が変わります。３

学期は１年間のまとめの学期であると同時に次のステップへ向けての土台作りの学期でもあ

ります。「もっと時間がほしいのに、日がどんどん過ぎてしまった」とならないように計画

を立てて、残りの時間を大切に生活できればと思います。 

 

 

 

 

　中学校生活最大の試練である高校入試が近づいてきました。御家庭で話し合い、担任との

面談を重ね、たくさん悩み受験校が決まったと思います。ここから受験生は、不安な日々が

続きます。それ以上に「受験生の親」保護者のみなさまも心配で仕方ないと思いますが、残

りの時間を、「我が子」と一緒に頑張っていきましょう。 

　３年生は登校後、朝の時間を上手に使いながら黙々と勉強している姿が見

られます。分からない問いは、そのままにせず教科担任に質問するよう、さ

らに促していきたいと思います。 

　３年生の面接練習が20日(月)、21日(火)に行われました。天城在住

の退職された４名の元校長先生を招き、教員が面接官役となり、集団 

面接や個人面接を実際に体験しました。何度も面接練習を行ってきた３年生、本番さ

ながらの緊張した雰囲気の中、質問に誠実に答えようとする子どもたちの姿が印象的

でした。天城中で学んだことや３年間で頑張ってきたこと、自分の考えや将来の夢な

どをはきはきと答えられるよう、さらに練習を積み頑張ってもらいたいと思います。 

　私立高校入試は２月４日（火）・５日（水）、公立高校入試は３月５日（水）・６日（木）

に行われます。自信をもって本番に臨んでほしいと思います。 

 

 

       　　　　 ４日（火）私立高入試①　５日（水）私立高入試②　　　   

         　　　 ６日（木）特別日課・生徒下校14：00                 お弁当日 

　　　　　　　　７日（金）生徒集会                                　 

　　　　　　　　14日（金）私立高合格発表（天城中にて） 

　　　　　　　　17日（月）～20日（木）テスト週間              ４日（火）５日（水） 

　　　　　　　　18日（火）～20日（木）公立高校願書受付　　　　　　 

　　　　　　　　21日（金）学年末テスト　                        　 

　　　　　　　　28日（金）１．２年生授業参観（１Ａ理科・２Ａ社会）、学年懇談会 

 


